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【設問】岩倉市における地域課題及び解決のための方策 

【回答】 

・自然増の一方で、江南・一宮・稲沢等への転出者数増加 

・30代 40代の地価の低い地域への転出により社会減となっている 

・若いファミリー層が住める住宅の整備と子育て支援策が必要 

・ファミリー向けアパートの建築推進及び住宅用地の確保 

・定住促進として子育て世代の住宅新築への補助や空き家対策の検討 

・空き家の改修補助 

・大半が小規模事業者であり事業承継等の小規模事業所支援が必要 

・第二次産業の割合・市内就業率・商店数・農家数・経営耕地面積の減少が顕著 

・起業・経営支援、新規就農者、特産物支援が必要 

・事業所数の減少が課題であり創業支援、事業承継支援が必要 

・耕作放棄地の解消と農地保全に向けた取組 

 

【設問】地域課題の解決に向けて協力可能な事項・アイデアなど 

【回答】 

・住宅ローン支援 ・リフォーム資金融資 

・リバースモゲージローンの検討 

・高齢者世帯を対象に持ち家を担保とした新しい融資の検討 

・子育て支援定期積金等の金利優遇 

・企業向けの利子補給制度融資支援 

・地元不動産業者との連携による遊休地の活用 

・事業承継サポート（コンサル連携支援） 

・Ｍ＆Ａサポート（専門事業との連携支援） 

・創業・起業支援窓口の設置   ・事業継承相談窓口の設置 

・産業競争力強化法に基づく創業支援事業計画への参画 

・各種セミナー（事業継承、ものづくり、創業など）の開催 

・大学・外部専門機関や地域企業のネットワークを活用した創業・経営相談会 

・地元企業ビジネスマッチングの開催 

・近隣市町村と連携したビジネスマッチングの開催 

・産学連携を活用した地元ブランドの活性化、地域特産物支援、販路拡大 

・岩倉市のブランド商品に対する支援（人的支援含む） 

・交通利便性を活かした産業育成支援 

・優良農地保全のため担い手農業者への金融支援 

・農業の６次産業化支援 


